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各
地
で
広
が
る
子
ど
も
食
堂

　
子
ど
も
食
堂
は
、
子
ど
も
が
一
人

で
も
行
け
る
無
料
ま
た
は
低
額
の
食

堂
で
す
。「
地
域
食
堂
」「
み
ん
な
食

堂
」
と
い
う
名
称
の
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
全
国
的
に
子
ど
も
食
堂
の
数

は
増
加
し
て
お
り
、
現
在
は
１
万
カ

所
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す※
。
市
内
で
は

２
０
２
２
年
に
は
３
カ
所
だ
っ
た
子

ど
も
食
堂
が
、
現
在
は
10
カ
所
に
増

え
て
い
ま
す
。
市
内
の
子
ど
も
食
堂

は
、
観
音
寺
市
の
委
託
事
業
と
し
て

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
口
コ
ミ
が
広
が
り
、
参

加
人
数
が
次
第
に
増
え
、
当
初
は
10

食
ほ
ど
用
意
し
て
い
た
食
事
が
１
０

０
食
に
増
加
し
て
い
る
所
も
あ
り
ま

す
。
物
価
高
騰
の
情
勢
を
受
け
、
２

月
に
は
市
か
ら
各
食
堂
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
し
た
。

　
地
域
に
根
付
き
、
役
割
が
広
が
っ

て
い
く
子
ど
も
食
堂
と
、
運
営
を
支

え
て
い
る
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン

タ
ー
む
す
び
え
調
べ

子
ど
も
食
堂
を
支
え
る
人
た
ち

自分たちができる範囲で来た方に喜んでもらえるように

特
集

１７

２９ ８

６ ５ ４

３

１・２ １月はいなり寿司、
しっぽくうどんなど季節
のメニューを用意 ３ 「お
いしかった、ごちそうさ
ま」と言ってもらえると
うれしい　４ 別の子ども
食堂スタッフが市内企業
の提供食材を配達　５ ス
タッフの胸には名前を書
いたバッチ ６・７ この
日は70人以上の料理を用
意。多いときは100人分 
８・９ 地域の親子連れで
いっぱい。子どもだけで
なく親同士の交流の場に
も。帰りにレシピを聞い
て帰る人もいる

　子ども食堂をやってみようと声を掛けたところ、す
ぐに20人ほど集まり、令和５年９月からスタートしま
した。食生活改善推進協議会のメンバーがいるので、
栄養面だけでなく衛生管理にも気を付けています。
　家では多くて10人分ほどしか作らないのに、子ども
食堂では100人分くらい作ることもあり、最初はとま
どいました。でも、私たちが楽しくないと来る人も楽
しくないので無理しないことを心掛けています。開催
後は１週間くらいは休んでいますが、すぐ「次は何を
しよう」と考えるのが楽しいです。お子さんだけでな
く、お父さんお母さんも喜んでくれていて、親の気持
ちを楽にするのも役割の一つかなと思います。来てく
れる子が私たちを覚えてくれて、普段会ったときにあ
いさつしてくれるようになりました。地域内の交流、
見守りにもつながっていると思います。

（代表 吉川芙佐子さん）

ときわサンサン子ども食堂（常磐地区）
おそろいのエプロンと赤い帽子は特注で作ってもらっ
たもの。代表の吉川さん（写真前列左）だけ緑色のエプ
ロンなのは、メンバーから「吉川さーん！」と呼ばれ
ることが多いため、探さなくても分かりやすいように。



7 6広報かんおんじ 2025年３月広報かんおんじ 2025年３月

ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
夜
の
食
堂

　
粟
井
町
の「
み
ん
な
の
広
場
ｋ
ｏ

ｋ
ｏ
食
堂
」
で
は
、
子
育
て
の
悩
み

を
話
し
合
え
る
相
談
会
を
兼
ね
た

「
夜
食
堂
」
を
毎
週
水
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
食
堂
の
代
表
で
、
観
音
寺
市
子
ど

も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
代
表

で
も
あ
る
大
喜
多
惠
子
さ
ん
は
「
お

母
さ
ん
た
ち
に
週
１
回
で
も
料
理
を

し
な
く
て
良
い
日
を
作
っ
て
あ
げ
た

く
て
。
マ
マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
家
族

連
れ
で
参
加
し
、
同
じ
目
線
で
子
育

て
の
悩
み
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。「
子
育
て
の
悩
み
の
な

い
人
は
い
な
い
の
で
、
そ
の
悩
み
を

吸
い
取
っ
て
あ
げ
る
の
も
子
ど
も
食

堂
の
役
割
。
重
大
な
悩
み
の
方
は
専

門
の
窓
口
に
つ
な
ぎ
ま
す
」。

　
こ
の
日
、
２
人
の
子
ど
も
と
夜
食

「
食
堂
」か
ら「
居
場
所
」へ
と

　
　
　  

広
が
っ
て
い
く
役
割

　
子
ど
も
食
堂
の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
が
流
れ
、
認
知
度
が
高
ま
り
利

用
者
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
運
営
は

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
会

場
の
多
く
は
公
共
施
設
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
広
場
ｋ
ｏ
ｋ

ｏ
食
堂
は
、
大
喜
多
さ
ん
の
自
宅
兼

事
務
所
を
使
用
し
て
お
り
、
参
加
者

が
増
え
る
に
つ
れ
、
ト
イ
レ
を
３
つ

に
増
設
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。「
参

加
者
が
増
え
、
現
在
は
飽
和
状
態
。

企
業
や
個
人
の
方
か
ら
、
野
菜
や
食

材
を
頂
い
て
い
る
の
で
助
か
っ
て
い

ま
す
。
市
内
ス
ー
パ
ー
か
ら
も
よ
く

連
絡
を
い
た
だ
き
、
月
１
、
２
回
は

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
物
資
を
取
り
に

行
っ
て
い
ま
す
」。

　
提
供
さ
れ
た
食
品
は
、
子
ど
も
食

堂
で
活
用
す
る
ほ
か
、
一
人
親
家
庭

向
け
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
（
無
料

の
食
品
配
布
）
に
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
当
初
は
食
事
の
提
供
が
目
的
だ
っ

た
子
ど
も
食
堂
の
役
割
が
広
が
っ
て

い
る
と
大
喜
多
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　「『
食
』
だ
け
で
な
く
、
少
し
ず
つ

居
場
所
機
能
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

家
以
外
の
自
分
の
居
場
所
を
求
め
て

い
る
子
ど
も
た
ち
は
多
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
が
安
く
食
事
で
き
、

遊
べ
る
場
所
が
今
後
も
増
え
て
い
け

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
文
化
芸
術
鑑

賞
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
、
都
会
に

比
べ
て
、
地
方
は
、
い
ろ
い
ろ
な
体

験
が
少
な
く
な
り
が
ち
で
す
。
子
ど

も
た
ち
に
は
田
舎
な
ら
で
は
の
体
験

を
通
し
て
観
音
寺
が
良
か
っ
た
な
と

い
う
記
憶
を
持
っ
て
も
ら
い
、
進
学

な
ど
で
地
元
を
離
れ
て
も
、
ま
た
観

音
寺
に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
欲
し
い
。

子
ど
も
食
堂
で
そ
の
よ
う
な
関
わ
り

方
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

堂
を
訪
れ
た
28
歳
の
女
性
は
「
居
心

地
が
い
い
し
、
ご
飯
は
お
い
し
い
し
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
場
所
も
多
い
の

で
よ
く
来
て
い
ま
す
。
先
輩
マ
マ
に

子
育
て
の
相
談
も
し
ま
す
。
日
中
は

仕
事
な
の
で
、
こ
こ
で
は
少
し
ゆ
っ

た
り
で
き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
元
教
師
で
、
産
後
指
導
士
や
体
力

指
導
士
の
資
格
を
持
つ
マ
マ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
西
山
莉
沙
さ
ん
は
、「
私

に
も
子
育
て
の
悩
み
が
あ
る
の
で
、

自
分
の
悩
み
も
言
い
な
が
ら
、
同
じ

立
ち
位
置
で
話
し
て
い
ま
す
。
人
と

関
わ
る
場
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

思
う
の
で
、
毎
日
で
な
く
て
も
、
月

１
回
で
も
、
み
ん
な
で
ご
飯
を
食
べ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る

場
所
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
来
た

方
の
笑
顔
を
増
や
す
よ
う
な
関
わ
り

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。

観音寺市子ども食堂
ネットワーク事務局

大喜多 惠子さん

ママボランティア
（左） 水野 千恵さん
（右） 西山 莉沙さん

１ 二家族でテーブルを囲み食事。
自然に笑顔と会話が増える ２・３・
４ この日は、スペアリブの煮込み
や野菜たっぷりの豚汁など。手作り
のカップケーキには地元農家から提
供されたイチゴ（９ページ）で作った
ジャムをたっぷりかけて　５ 子ど
もが自分でお皿を取り、片付ける
生活習慣も養われている

コープ観音寺店内に常設の
フードドライブコーナーの様子

１

２

５４

３

子ども食堂を応援しよう

消費期限が記載され、期限に
余裕がある未開封の商品
例：米、野菜、缶詰、乾物類、

食用油、調味料、常温保存
できる飲料

・ハンドソープ
・除菌スプレー
・ウェットティッシュ
・ペーパータオル
※未開封の物限定

・子ども食堂の運営
・学習支援への協力
・ＳＮＳ等での情報発信

子ども食堂を継続
して運営していけ
るよう、温かい支
援をお願いします

　家庭で余っている食品を必要とする生活困窮
者世帯へ提供します。
＜受け取り可能な食品＞米、野菜、飲料品、レ

トルト・インスタント食品、缶詰、調味料や
乾燥食品などの食品、お菓子等（少量からの
提供でも可）

＜受付場所・問い合わせ先＞
　観音寺市社会福祉協議会　☎２５−７７７３

　家庭で余っている食品をスーパーなどに
持ち寄り、必要とする福祉団体等を通じて
寄付する取り組みです。
＜市内参加店舗>

マックスバリュ観音寺駅南店/マルナカ
大野原店/マルナカ柞田店/マルナカ観音
寺店/マルナカ豊浜店/マルナカ八幡店/
コープ観音寺

問い合わせ先　観音寺市子ども食堂ネットワーク事務局　☎０８０−４０３０−１１５０

寄付金（運営資金） ボランティア食　品 消耗品

　フードバンク 　フードドライブ
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子ども食堂を支える人たち
　市内の子ども食堂では、地元食材を使った手作りの食事を低額で提供しています。
その背景には、企業や団体、個人の皆さんによる食材や物資の提供、寄付金などの
支えがあります。今回は、５人の企業・団体・個人の皆さんを紹介します。

自宅で食べきれない野菜を有効活用して

　家庭菜園で余った野菜を地域の子ども食堂に提供しています。献
立の都合があると思うので、前もって「こんな野菜が余ってるけど、
どう？」と連絡しています。１月は里芋（写真上）などを持って行っ
たので、献立が芋炊き（写真下）になったそうです。食べきれず廃棄
せざるを得ない野菜を使ってもらえると張りがあります。子ども食
堂は地域の人がボランティアで楽しそうにやっているし、時間にな
るとあちこちから車が公民館に集まり、子どもたちが周辺で遊び回
る様子を見ると、「あぁ、いいなぁ」と思います。家で野菜を作っ
ている家庭は多いと思いますが、作り過ぎて残っているところもあ
るのではないでしょうか。食材を子ども食堂で有効活用する取り組
みが広がればと思っています。久保さん

子ども食堂をやっている人の手助けになれば

　冷凍ハンバーグと冷凍すじ肉、鶏皮を、市内外の子ども食堂に提
供しています。どうしても商品が余ってしまい、有効利用できない
かという思いがあり、子ども食堂さんにお声掛けをしたのがきっか
けです。市内では５カ所にお渡ししていますが、他にも希望する子
ども食堂さんがいればご連絡ください。もし、「子ども食堂をやって
欲しい」と言われても私にはできないと思います。子ども食堂の運
営をしている人たちのことは本当にリスペクトしています。少しで
もその方たちの助けになれば、二次的に関わることで支えられてい
るならうれしいです。それで子どもたちの成長につながるなら良い
ことだらけですよね。このような関わり方が少しずつ広がっていけ
ばと思います。

原食肉店（村黒町）

原 加代子さん

子ども食堂との関わりで食を意識した生産へ

　私たちがイチゴを生産する中で、傷んだり、熟れすぎたりするイ
チゴがどうしても出ます。以前はすべて畑に捨てていましたが、今
はそれらのイチゴを、子ども食堂で有意義に活用していただき、う
れしく思っています。イチゴを調理した写真、食べた感想などをい
ただく機会も増え、消費者（食）を意識した生産への取り組みにも
つながっています。私は東京からのＩターン就農ですが、野菜や果
物が日々成長する過程を身近な景色として見られる環境は貴重なも
のだと感じております。イチゴを食べた子どもたちが、地元にはイ
チゴの産地があると知ってくれたらうれしいです。これからも子ど
も食堂のイベントなどでご協力させていただければと思います。株式会社Ｏ

オ ー フ ァ

ＦＡ
なぎさベリー株式会社（柞田町）

代表取締役　伊藤 孝一さん

手間暇をかけた商品の活用、ありがたい

　豆腐・油あげ等の大豆加工品で、「余った」・「欠けている」など
の事由により流通できない商品を、数年前から子ども食堂に提供し
ています。豆腐は“日配商品”という呼び名のとおり毎日製造して
おり、品質に厳しくなるほどフードロスが起こりやすくなります。
手間暇かけて作った商品を捨てるのはつらいため、活用していただ
けるのはありがたいです。当社では提供する商品を、子ども食堂の
方に取りに来てもらっています。豆腐、油あげ以外にも厚揚げ、豆
乳など、何があるかは日によって変わります。私たちはこれからも
地域と共に歩み、一人でも多くの方に豆腐を食べていただけるとう
れしいです。株式会社カンショク（柞田町）

専務取締役　秋山 昌己さん

食材の提供が地域のつながり強化になれば

　「季節の県産品を送る」というコンセプトで、精肉や香川県オリ
ジナル米「おいでまい」、野菜、果物を一箱に詰め合わせて、県内
の子ども食堂に毎月お送りしています。私たちは相互扶助を理念に
事業をしており、助け合いの輪をもっと広げたいという思いで2022
年から始めました。県内の農畜産物の消費が拡大し、農家さんの助
けになればとも考えています。子ども食堂から、「いただいた野菜
でシチューを作りました」などお手紙をいただくこともあり、うれ
しいです。子ども食堂は食事に困っている方のほかに、人とのつな
がりを求めている方も利用されていると思います。食材を提供しつ
つ、地域のつながりをもっと強めていけたらと思っています。全国共済農業協同組合連合会

香川県本部

管理部　梶原 友貴さん

豆腐、
大豆商品イチゴ

精肉
野菜
果物

精肉野菜
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市内には１０カ所の子ども食堂があります
　各食堂には電話やＱＲコ
ードから事前予約をお願い
します。子ども食堂のお手
伝いをしてくれるボランテ
ィアを随時募集しています。
宿題を手伝ったり子どもた
ちと遊んだりしてくれる学
生や生徒さんも大歓迎です。

時　毎週土曜日
　　11：00～16：00
所　ぱぴぷぺぽhouse
　　（粟井町1192番地2）
料　子ども100円・大人200円
数　約30人(要予約)
※毎週水曜日17:00 ～ 20:00
　に夜食堂を開催
問い合わせ先
☎080-4030-1150

１ 地域の大人が参加店で「リボン」を購入する
２ 購入したリボンが参加店内に掲示される
３ お店のリボンを使って子どもたちが食事できる

１

３２２

時　第３土曜日（変更あり）
　　11：00～13：30
所　観音寺グランドホテル
　　（坂本町五丁目18番40号）
料　子ども100円
　　大人　200円
数　約100人(要予約)
問い合わせ先
☎0875-25-5151

時　第１・３日曜日（変更あり）
　　16：00～20：00
所　やぎひげcafe
　　（観音寺町甲2918番地17）
料　子ども100円
　　大人　300円
数　約30人（要予約）
問い合わせ先
☎090-1004-2102（竹内）

時　第４土曜日
　　10：00～13：00
所　観音寺東公民館
　　（茂西町一丁目1番28号）
料　子ども100円
　　大人　200円
数　約35人(要予約)
問い合わせ先
☎090-1326-1434（大西）

時　第４水曜日
　　14：00～19：00（変更あり）
所　木之郷公民館
　　（木之郷町795番地）
料　子ども100円
　　大人　200円
数　約50人(要予約)
問い合わせ先
☎080-4036-3440（三好）

時　毎月１回土曜日
　　11：00～14：00
所　天理教西柞田分教会
　　（柞田町乙2152番地3）
料　子ども100円
　　大人　200円
数　約40人（要予約）
問い合わせ先
☎0875-24-2367（久保）

時　第４土曜日
　　11：00～13：00
所　常磐公民館
　　（植田町458番地3）
料　子ども100円
　　大人　300円
数　約30人（要予約）
問い合わせ先
☎090-2784-3199（吉川）
☎090-2899-4222（森）

時　第２土曜日
　　12：00～15：00
所　豊浜南部集会所
　　（豊浜町和田甲493番地1）
料　子ども100円
　　大人　200円
数　約30人
問い合わせ先
☎080-8636-7547（小山）

時　毎週水曜日
　　17：00～18：30
所　ネムの木デイサービス豊浜
　　（豊浜町姫浜41番地1）
料　子ども100円
　　大人　200円
※保護者同行か送迎を
数　約20人（要予約）
問い合わせ先
☎0875-52-1808

時　第３土曜日
　　10：00～13：00
所　大野原交流センター
　　（大野原町大野原1267番地1）
料　子ども100円
　　大人　200円
数　約35人(要予約)
問い合わせ先
☎090-9453-6167（高橋）

みんなの広場koko食堂（粟井町）

問い合わせ先　子育て支援課　☎２３−３９６２／観音寺市子ども食堂ネットワーク ☎０８０−４０３０−１１５０

みんなの広場koko食堂

フードリボンの仕組み

市内のフードリボン参加店

観音寺グランドホテル子供食堂 やぎひげこども食堂 はっぴーあい 子ども食堂

子ども食堂GOGO！キッチン にしくにたの笑顔食堂 ときわサンサン子ども食堂

子ども食堂  まねきねこ ネムの木子ども食堂とよはま 子ども食堂 ひととき

観音寺市子ども食堂防災フェスタ２０２５　  　

「フードリボン」を知っていますか？

　2023年に開催した第１回目の子ども
食堂フェスタに続いて２回目となる
今回は、「防災」がテーマ。災害はいつ
起こるか分かりません。有事の際には、
子どもたちが自分で身を守ることがで
きるよう、ダンスなどを通して楽しく
学びましょう。

　地域で子どもたちの食事を支える新たな子ども食堂の形
です。飲食店を利用するお客さんが300円を子どもの一食
分として寄付することで、子どもたちがそのお店で一食分
の食事ができます。子どもをまちぐるみで支援するこの取
り組みは、全国各地で広がっています。

　 　遊食房屋 観音寺総本店
住所：本大町1495番地5
フードリボン実施時間：毎週月曜日～木曜日
　17：00～18：00（利用年齢：３歳～12歳）
定休日：不定休

　 　洋食屋チンパンジー
住所：柞田町乙1633番地1
フードリボン実施時間：毎週水曜日～金曜日
　17：00 ～ 19：00（利用年齢：小学生以下）
定休日：月曜日。火曜日は昼のみ営業

　 　こがね製麺所 観音寺店
住所：坂本町一丁目3番15号
フードリボン実施時間：6：00～15：00
　（利用年齢：子どもであれば利用可）
定休日：無し

　 　家 cafe ろくべえ
住所：村黒町348番地4
フードリボン実施時間：15：00～16：30
　（利用年齢：５歳～中学生まで）
定休日： 水曜日 第１・第３日曜日

ありがとう。
いただきます！

リボンは一つ300円

　 　やぎひげcafe
住所：観音寺町甲2918番地17
フードリボン実施時間： 8：30～15：00
　（利用年齢： 中学生以下）
定休日：木曜日

問い合わせ先　子育て支援課　☎２３−３９６２

フードリボン参加店の詳細や
利用方法などはこちら

日時　３月９日(日)午前10時～午後３時
会場　ハイスタッフホール大ホール、ロビーほか
内容　・ダンスなどのステージイベント
　　　・防災グッズ、防災食体験コーナー
　　　・トレーラーハウスやキャンピングカー展示
　　　・防災豆知識（火起こし、ロープワークなどの体験）
主催　観音寺市子ども食堂ネットワーク


